
No. 022 基礎から学ぶ臨床推論 

  ～看護の臨床判断能力を高めるスキル～  

 

日  時  令和 5年 12月 12日(火)・12月 13日（水）  9：30 ～ 16：15     

     Web配信研修(ライブ) 

ね ら い  臨床推論の基本的な知識を学び、活用できる 

参加対象  保健師・助産師・看護師  

受  付  9：15～ 

１日目（12月 12日） 

※Webの準備状況および講義の進行状況により時間は変更となる場合があります。 

 

時間 内  容 方法 講  師 

 9:15 

 

9:30 

 

9:35 

 

 

 

 

 

12:30 

 

 

13:15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16:15 

入室、入室確認 

 

オリエンテーション 

 

１．アセスメントに活かす臨床推論 

1）なぜ臨床推論が必要か 

2）臨床推論とは何か 

3）I-SBARC（アイエスバーグ）とは 

    

 

（昼休憩） 

 

 

２．臨床推論の活用の場 

 

３．救急疾患全般の初療 

1）問診 

2）身体診察 

3）検査 

（血液・超音波・エックス線所見・CT・ 

MRI等） 

4）輸液の基本 

 

 

退室、退室確認 

終了 

 

 

 

 

 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県看護協会 担当者 

 

 

 

道又 元裕 

Critical Care Research 

Institute（CCRI） 

 

 

 

 

 

 

後藤 順一 

河北総合病院 

急性・重症患者看護専門 

看護師 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県看護協会  担当者 

 

 



２日目（12月 13日） 

※Webの準備状況および講義の進行状況により時間は変更となる場合があります。 

 

時間 内  容 方法 講  師 

9:15 

 

9:30 

 

9:35 

 

 

 

 

 

 

12:30 

 

 

13:15 

 

 

 

 

 

 

 

16:15 

 

 

入室、入室確認 

 

オリエンテーション 

 

４．症状別アセスメントとその対応 

  ※医師への報告・タイミングを含めて 

1）発熱・高体温 

2）呼吸困難 

3）低血圧 

 

 

（昼休憩） 

 

 

4）高血圧 

5）浮腫 

6）手足のしびれ 

7）高齢者ケア 

 

５．まとめ  

 

 

退室、退室確認 

終了 

 

 

 

 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

演習 

千葉県看護協会  担当者 

 

 

 

後藤 順一 

河北総合病院 

急性・重症患者看護専門 

看護師 

 

 

 

 

 

 

露木 菜緒 

Critical Care Research 

Institute（CCRI） 

 

 

 

 

 

千葉県看護協会  担当者 

 


